
市
で
は
、
ト
イ
レ
の
改
造
資
金
と

し
て
50
万
円
ま
で
無
利
子
の
融
資
あ

っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

己
資
金
で
改
造
さ
れ
る
か
た
に
は
助

成
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

申
請
の
手
続
き
は
、
排
水
設
備
工

事
指
定
店
が
代
行
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
定
の
条
件
を
備
え
て
い
る
場

合
、
申
請
に
よ
り
私
道
で
も
市
が

下
水
道
を
設
置
し
ま
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
、
下
水
道
総

務
課
に
あ
る
「
公
共
下
水
道
私
道

内
設
置
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
下
水
道
総
務
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

条
件
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

①
私
道
の
幅
が
1.8
㍍
以
上
で
、
境

界
が
明
確
で
あ
る
　

②
所
有
者
の
異
な
る
家
屋
が
２
棟

以
上
あ
る

③
私
道
敷
地
の
所
有
者
全
員
が
承

諾
し
て
い
る

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
総
務
課

tel (

８
６
４)

１
４
１
１

ト
イ
レ
の
改
造
に

50
万
円
ま
で
融
資

水
洗
ト
イ
レ
に

変
え
ま
し
ょ
う

▼
金
足
下
刈
字
北
野
・
金
足
追
分

字
海
老
穴
・
金
足
小
泉
字
潟
向

▼
下
新
城
中
野
字
琵
琶
沼
・
中
野
字

街
道
端
西
・
下
新
城
長
岡
字
毛
無

谷
地

▼
飯
島
鼠
田
一
〜
四
丁
目
・
飯
島

字
前
田
表

▼
土
崎
港
相
染
町
字
沼
端
・
土
崎

港
北
一
丁
目
・
土
崎
港
北
四
丁

目
・
土
崎
港
北
五
丁
目

▼
将
軍
野
青
山
町
・
将
軍
野
桂

町
・
将
軍
野
東
二
丁
目
・
将
軍
野

南
四
丁
目

▼
外
旭
川
字
野
村
・
字
大
谷
地
・

字
梶
ノ
目
・
字
山
崎
・
字
田
中
・

字
神
田
・
字
四
百
刈
・
字
三
後

田
▼
寺
内
堂
ノ
沢
一
丁
目
・
字
イ
サ
ノ

▼
八
橋
新
川
向

▼
高
陽
青
柳
町

▼
泉
馬
場

▼
濁
川
字
三
升
作
・
字
後
田
・
字
家

ノ
前

▼
添
川
字
境
内
川
原
・
字
添
川
・

字
飛
鳥
田

▼
旭
川
清
澄
町
・
旭
川
新
藤
田
東
町

▼
新
藤
田
字
高
梨
台
・
字
治
郎
沢

▼
手
形
字
中
台
・
字
大
沢
・
字
大

松
沢
・
字
蛇
野
・
字
十
七
流
・
字

西
谷
地
・
字
山
崎
・
字
中
谷

地
・
手
形
山
崎
町

▼
蛇
野

▼
中
通
七
丁
目

▼
広
面
字
蓮
沼
・
字
大
巻
・
字
二
階

堤
・
字
近
藤
堰
越
・
字
川
崎
・
字

糠
塚
・
字
谷
内
佐
渡
・
字
推
子
・

字
野
添
・
字
広
面
・
字
碇
・
字
堤

敷
・
字
樋
口
・
字
釣
瓶
町

▼
柳
田
字
境
田

▼
下
北
手
松
崎
字
家
ノ
前
・
松
崎

字
大
巻
・
松
崎
字
大
沢
田
・
松

崎
字
碇
り
・
松
崎
字
前
谷
地

▼
東
通
仲
町
・
東
通
館
ノ
越

▼
楢
山
太
田
町
・
楢
山
城
南
新
町

▼
横
森
一
〜
三
丁
目

▼
桜
一
〜
四
丁
目

▼
茨
島
四
丁
目

▼
牛
島
東
七
丁
目

▼
大
住
一
〜
三
丁
目

▼
仁
井
田
緑
町
・
仁
井
田
小
中

島
・
仁
井
田
潟
中
町
・
仁
井
田

福
島
一
丁
目
・
仁
井
田
福
島
二

丁
目
・
仁
井
田
新
田
一
〜
三
丁

目
・
仁
井
田
栄
町
・
仁
井
田
本

町
一
丁
目
〜
四
丁
目
・
仁
井
田

本
町
六
丁
目
・
仁
井
田
目
長
田

一
丁
目
、
仁
井
田
字
大
野
・
仁

井
田
字
切
上
・
仁
井
田
字
潟
中

島
・
仁
井
田
字
新
中
島

▼
新
屋
比
内
町
・
新
屋
高
美
町
・

新
屋
勝
平
町
・
新
屋
町
字
関
町

後
▼
浜
田
字
家
後
・
字
館
ノ
丸
・
字
右

馬
守
・
字
石
山
・
字
滝
ノ
元
・
字

滝
ノ
下
・
字
滝
ノ
原

▼
下
浜
羽
川
字
二
十
町
・
字
家
ノ

腰
▼
四
ツ
小
屋
字
中
野
・
字
与
左
エ

今
年
度
は
、
約
57
億
円
の
予
算
で
下
水
道
整
備
を
進
め
ま
す
。

来
年
３
月
末
の
下
水
道
普
及
率(

下
水
道
で
汚
水
を
処
理
で
き
る
区

域
に
住
む
市
民
の
割
合)
は
、
約
76
％
に
な
る
見
込
み
で
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で
は
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
３

年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
改
造
工
事

は
、
市
が
指
定
す
る
排
水
設
備
工
事
指
定
店
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
道
に
も
公
共
下
水

道
を
設
置
し
ま
す

下
水
道
の
不
審
な

訪
問
営
業
に
ご
注
意
！

最
近
、
家
庭
を
訪
問
し
て
、「
宅
地

内
の
排
水
管
の
点
検
や
清
掃
作
業
」

を
し
て
い
る
業
者
が
い
る
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
は
市
の
下
水
道
部
と
は
、

ま
っ
た
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
総
務
課

tel (

８
６
４)

１
４
１
１

排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
試
験

平
成
15
年
度
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
の
資
格
認
定
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

と
き
／
７
月
23
日
(水)
午
前
９
時
30
分

〜
正
午

と
こ
ろ
／
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル

●
申
し
込
み

５
月
26
日
(月)
か
ら
６

月
９
日
(月)
ま
で
下
水
道
総
務
課
へ

tel (

８
６
４)

１
４
１
１

下
水
道
が
通
っ
た
ら

15 広報あきた　５月23日号

平
成
15
年
度
中
に
下
水
道
工
事
を
行
う
地
域

問
い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課tel (

８
６
４)

１
４
５
５

(

そ
れ
ぞ
れ
の
一
部)
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所得割額の算定方法などが変わります
地方税法の一部改正に伴い、平成15年度分から国

民健康保険税の所得割額算定方法や介護納付金課税
額の限度額が変更になります。
なお、納税通知書は、６月末に世帯主のかたへ送

付します。

●所得割額の算定方法の変更

●介護納付金課税限度額の変更
国民健康保険税のうち介護納付金課税額の限度額

が現行の｢７万円｣から｢８万円｣に変更になります。

※介護分は、国民健康保険の被保険者のうち40～
64歳のかたが課税対象になります。

国民健康保険税

問い合わせ　国保年金課賦課担当tel(866)2099

①公的年金等特別控除の廃止＝公的年金等受給者に
ついて、特別控除(１円～17万円)が廃止されます。
この改正で、年金額が前年と同じあるいは減額のと
きでも、国民健康保険税が増額する場合があります。
②給与所得特別控除の廃止＝給与所得者について、
特別控除(１円～２万円)が廃止されます。この改正
で、給与所得が前年と同じあるいは減額のときでも、
国民健康保険税が増額する場合があります。
③青色専従者給与等控除の適用＝事業主について、
青色専従者給与等が必要経費に算入されます。事業
専従者については、給与として計算されます。

④長期譲渡所得等特別控除の適用＝譲渡所得特別控
除が適用され、特例等に応じ控除が行われるように
なります。

訪問介護の利用料が軽減
ホームヘルプサービス(訪問介護)を利用しているか

たで、下記に該当する場合、利用料が減額されます。
なお、現在、訪問介護利用者負担額減額認定証をお

持ちのかたは、６月30日(月)で期限が切れますので、
再度申請が必要となります。

●対象および軽減の割合

●申請方法と利用

利用料が
軽減されます

社会福祉法人での
介護サービス利用料が軽減

市に申請のあった社会福祉法人が実施する介護サー
ビスの利用者の負担額が、申請により半額になります。
なお、現在社会福祉法人利用者負担軽減確認証をお持
ちのかたは、６月30日(月)で期限が切れますので、再度
申請してください。

●対象(秋田市民に限る)
①市民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者(生活保護
受給者を除く)

②介護保険料第２段階で境界層(低所得ながら生活保
護を必要としない世帯)該当のかた

●申請方法
①のかたは介護保険課にある申請書と同意書、②の

かたは申請書と境界層証明書(保護課で発行します)を
介護保険課まで提出してください。
後日、確認証が発行されます。利用の際にご提示く

ださい。

問い合わせ　介護保険課tel(866)2069

申請書と同意書を介護保険課窓口に提出してくださ
い。同意書には、印鑑が必要です。
後日、審査のうえ承認(不承認)の結果をお知らせし

ます。承認されたかたには認定証をあわせて発送しま
す。訪問介護を受けるときは、必ず事前にケアマネジ
ャーとホームヘルパーに提示してください。

●対象となるサービス

＊法人から市に申請のあった上記サービスが、軽減
の対象となります。各施設の窓口でご確認くださ

介護保険を利用しているかたへ


